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幸田町の悲願
広田川流域の整備方針が決まりました！
「平成20年８月末豪雨」で決壊した広田川は、柳川合流点までの整備を緊急
的に５ヵ年で実施し、同時に平成21年度から菱池遊水地計画を策定し、速
やかな事業着手を図るよう基本方針が示されました。

○緊急的に実施すべき河川整備の基本方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年12月22日
広田川流域治水対策検討会（愛知県・幸田町・岡崎市・西尾市・一色町・吉良町）

①幸田町地内で破堤した広田川については、平成20年８月末豪雨と同様な豪雨に対し、当面、洪水位を概ね堤防
高に抑えることを目標に、勅使橋より柳川合流点までの整備を緊急的に５カ年で実施する。

②占部川、砂川については、岡崎市福岡玉川地区における平成20年８月末豪雨などでの床上浸水被害の解消を目
標に、占部川は遊水地を含め針崎ポンプ場まで、砂川はネックである川田橋付近の整備を緊急的に５カ年で実施
する。

③広田川流域の抜本的な治水安全度向上には、菱池遊水地の整備が不可欠であるため、平成21年度に実施計画を
策定し、地元の意向なども十分踏まえ、すみやかに用地取得や工事に着手する。

④流域対策として、既存ため池や公園等を活用した流域での貯留施設の整備やソフト対策として、河川に排水する
内水ポンプの排水調整などが課題であるとの認識のもと、引き続き、検討の上実施する。
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◀破堤地点
の現在状況

問合せ　土木課（内線２２１）




